
STA6400060-0・STA6400070-0

月日（日時） （　　／　　） （　　／　　） （　　／　　） （　　／　　～　　／　　） （　　／　　）

経過（病日等） 入院日 手術当日朝　　 検査当日後　 検査後1日目 検査後2～3日目　　

◇検査・治療に向けた準備ができる ◇検査した部分の出血がない  ◇退院について不安がない
◇検査・治療への不安がない ◇日常生活の注意点が理解できる

 
　治療・薬剤 内服がある方は薬を確認します 眠くなる薬を飲みます 造影剤を排出するために点滴をします
(点滴・内服) ﾜｰﾌｧﾘﾝを飲んでいる方は

点滴に変わることがあります

   　処置　   　　    カテーテルを入れる部位の毛を
 剃ります

　
検査着を渡します 検査着に着替えます

  

朝、医師が診察に伺います
検査した部分は防水のテープを

入院中の行動範囲を医師に （　　：　　　）頃、検査室に行きます
確認しお知らせします 時間になったら看護師とカテーテル室に

（車いす・ストレッチャー）で行きます

ナースコール・ベッド柵を設置します 点滴をしているので気を付けて
運動靴の使用をお願いします 動いてください

朝食は食べれません 医師の指示で水分、食事を取る事ができます。 検査前の食事となります
または
昼食は食べれません

洗面・歯磨きをして下さい

体を清潔にし髪を洗って下さい

病棟の案内をします 転院または退院です
検査、手術までの流れについてわから
ないことは説明します

主治医からの説明があります

禁煙はできていますか？

薬剤師による薬の説明があります 看護師より自宅での注意点を説明します

注１：病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。
注２：入院期間については現時点で予想される期間です。 　 2023年7月改訂

医師より次回外来日の説明や今後の方針
の説明があります

痛みが強いときは痛み止めを使います。遠慮なく言って下さい 栄養士による栄養指導を受講できます

尿の管を抜きます

安全

活動・安静度

血管造影検査、血管内治療を受けられる(                              )さんへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

尿検査が問題なければ点滴の管を抜き
ます

医師から手術についての
説明があります

薬剤師による薬の確認があります（薬
を持参して下さい）

【肘から検査した場合】
造影剤の排泄を確認するために、尿の検査が必要ですので、指
示があるまで尿をとります
【足から検査した場合】
ベッド上での安静が必要になりますので尿の管が入ります
便意をもよおした時は、ベッド上で便器かオムツで排泄します

当日の朝・昼の食事はパン等の軽食がで
ます

清潔
男性の方は髭剃りもして下さい

安静のある患者さんは、看護師が洗面を
お手伝いします

ＡＢＩ検査(足と腕の血圧測定）があります

達成目標

検査後は止血のために検査した部分を圧迫し、
テープやバンドで固定します
医師が圧迫部分の診察をします

検査後、医師に確認後内服を再開します
内服内容が変わる場合は看護師がお知らせします
ベッド上安静の場合は看護師管理とさせていただく事があります
血糖降下剤やインスリンは医師の指示により開始します
その場合も看護師がお知らせします

【肘からの検査】検査した腕を曲げることが
できないためシーネで腕を固定します。
ベッド上での安静は必要ありません。

【足からの検査】排泄はベッド上安静となります
翌朝まで検査した足は曲げられません
枕子を緩めるまではベッドは30度まで、
翌朝枕子を除去するまではベッドは45度までしか起こせません

検査

久留米大学病院　心臓血管外科　外科5階病棟

水分（絶飲）の時間の指示が出たらお
知らせします

足から検査した患者さんは診察後に検査
の前と同様に歩いてもらって構いません

ベッド上安静が解除となった患者さんは
無理をしない程度にゆっくり歩いてみま
しょう

入れ歯・補聴器・時計・指輪・湿布・眼鏡・
コンタクトレンズ・かつらなど検査室に行く
前に必ずはずして下さい

医師の指示のもと入浴、シャワーができ
ます

　説明日（　　/     )       説明者氏名（　　　　　　　　　　　　　）   入院時に持参してください

患者様及び
ご家族への

説明
生活指導
リハビリ

栄養指導
服薬指導

食事

排泄


